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化率低下の顕著な駄目噴には両方法による差が最も大き〈時間が長くなるに連れて差は少な〈なって居る。即ちアセタ
ール化率の低下は単なる力即閥解反応でなく他の副反応に原因する事は明かである。岩国三雄氏4Dlathylacetal及
び Dimethylacetalが塑により規則的に加水分解される事を報告して居るが高分子のアセタール化合物は謹雑な分解を
受ける様である。
撞醜処理物方税鞍の加水分解によってブオルムアルデヒドの他にアルカリ性沃度によってヨードブオルムを生じる様
なもの例へばアセト::/，アセタルデヒド，アルコ戸 lt..等を生成ナる機構に就ては生成物の確認と共に更に考へて見度L、。
撞醜鬼理による粘度の低下は僅少である。即ち描酸はアセタ ~1t..基に主と Lて作用 L主&J~結合には余り作用しない。
之は酷酸の場合とは反対の傾向であるが，両者の濃度，温度等が異ふので厳密な比較には更に広範囲な実験を必要とする。
縄 揖
(1) ポリピニルフオルマールが賭酸に溶解するに当り，そのアセタ -1t..化率主酷酸濃度との聞に並行関係があった。
(2) 辞媒酷酸l士常温ではポリピニlt..アセタ -1t..に反応しないが，沸騰状態では僅かにアセタ.-lt..化率引民下L.溶
液粕度を著L<低下した。
(3) 稀撞酸は300qこ於てアセタ.-Jt.化率を著L<低下Lたが，溶液粘度に影響する処は少なかった。
附記本報告の質験は~?雪が工実技術盛大阪工業試験所在動中，省H干の助手加藤春雄氏の熱心な助力により行った唱のであるo
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Synopsis 
(J) 
The 2.uthor has early (1930 Berlin) published. an expcrimental work which deals with the elasttcity of 
concrde having compressive strength til about 250 kgjcm2 • 
With fccent development ι.f pre-stre開 ed concrete， especially of piano-wire concrete， the author fee!可 the
n eceCisi ty to extend the wurk to concrete and mortar of higher月trength.
This experimental work， being not of昂y品tematicplanned scheme but rath(;r a byprりductof the investigatiol1 
圧縮強度約的okgjcm2 のゴ y クリ F ト及びモルタルの弾性係数〈ヤy グ率E及tÞ~アソ y数mうに就て 113 
of pre-stressed concrete， which the author mainly deals with， may serve to give some answers and suggestions 
for the thema above mentioned. 
Specifications of the te円tingspecimen 
Slze 12 x 12 x 50 cm. 
Mixture The mixture of Portland cement and sand， le，'明 than5 mm， 
is 1 2. 
W jC-ratio 34% Age mIsce]Janeous. 
Measure-Iengths and in円trumel1t月:
for longitudinal日train10 cm， Marten'日 mirror-apparatus;for lateral :;train about 8.6 cm， Huggenberger' s 
extensometer. 
Re'lults and conclusion号;
1) Although functional relation between strengths and E-values Is not deducible from the present expeト
iments， the following formula may serve us for rough estimation of E-values as function of prism compressive 
str.::ngth E=550x~一一 t/cm24十300 "1 
For example Fp=500 kg(cm2 give日E=343750 kg(cm2• 
2) ln the calc111ation of piano-wire concrete， about 6 Is to be taken a月 valueof E:;(Ee， where EIJ denoteτ 
the E-value of steel and Ee that of concr.::te. (Accoding to author's experiments the E.，-value of piano wire， 
fabricate:l in ]apan， is1，900，00J - 2，030，0:D kg(cm2). 
3) As in the author's early work mentioned Poisson's number of concrete of comparatively low strength 
varie月 with 月tressintensity in wide range， even in one and the same specimen， namely from 7，or 8 to 2. 
This variation of m-value diminishes howev~r with the increa可eof strength and， as the present experiment 
shows， the 11l-value approaches more and more steady value about 4. 
S 1序言
著者がままに表題の下に若干の突験研究結果ぞ収録することにLたのにはこつの動機があるo
1. 著者:'!J噂てドイツ・カ戸ルスル四エ工業大学鉄筋ココ/クリート研究所に滞留したとき，著者は E.Probst教授の
勧めによりコげリートの弾性特に当時版の理論の発展に併?問題となっていたコ γグリ戸トのポアゾ ν数(Poisson'S 
number Querdehnungszahりに関する実験研究を試みた。
当時著者が扱ったコ y クリ F トは圧縮強度約25Qkg/じm2迄の比較的低強度のものであったので之を今少L<高い強度
に迄拡充L嘗ての研究の補充と Lたいといふ考へが一つでコもる。
2. 近年ぜアノ線:兵他の高蝕鋼;f('用いる pre九tre8円以 cOl1crdeが鉄拐ゴシクリートの発達に新U，、進路を拓〈に至り，
之と不可分の関係にある高強度コンクリ【トの意義は益々重大となってきた。従って，その弾性係数に関する知識を固
めることが実際上の必要事となったこ Eが第二の動機である。
本事験は系統的に計画された研究ではなく，著者の鋼弦コシグリ F ト研究に於ける副産物である。即ち比較的断面小
さい鋼弦ゴングリ戸卜材の製作に当り，臨機製作Lた平行試験体に就ての実験であって，骨材樫小さ〈旦成分，材齢等
区々であるが，鋼弦コ y グリ戸ト用ゴンクリ戸ト及びモルタ JL-の弾性々質を窺ふの一助たらLめたい。
% 2 詰腫体及び週s定輔保事項
試験体寸法 12x12x59じm角柱
セメ Yト: 普通乃至早強ボルト 7~ ドセメ γ ト〈小野田，窯業，日本等〕
骨材: 試験体493及び503に於ては最大径5mm
試験体432及び557に於ては九味浦砂1，相馬砂2の割合
調合 1: 2 
水セメ~/ト比 3Q.%
コγグリ戸ト打: 型!枠を水平に横It9:L長手上回より打た。振動機若〈は鎚等を以て揖囲めを行ったがその
効果は縦詰の場合のように顕著でなかった。
保存 室内量生及び室内放置
(1) Hirυhiko Y 0shida Uber d剖 elasti円cheVerhalten VOl1 Beton rnit besonderer Beriicksichtigung der 
QllC吋ehnung(M;tteil¥lngじncl引 Il1'-.t:t¥ltsfir Beton unrl Eisenbeton an der Tech孔 Hochschule1n' Karl円ruhe)，
Berlin 1930， Springer. 
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測定器:縦歪に対Lては Marten鏡張計 横歪に対Lては Huggenberger歪計
測長: 縦歪は10又は20cm 横歪は約8.6cm
第 1表 試験体 432の実験値
荷重戸|縦彊度 104 1 k l 積歪度叶 F4 
段階 iψm2 全歪|残留歪|弾性歪 kgjcm2 全歪|残留歪 l弾性歪 帥
0-10t 0-69.44 2.00 0.01 1.99 348 888 0.355 一 0.355 5.60 
0-20t 0-138.88 3.95 0.18 3.77 368 382 0.724 一 0.724 5.21 
0-却t0-却8.33 6.54 0.36 6.18 337 055 1.168 0.015 1.153 5.36 。-40t0-277.77 9.30 0.64 8.66 320 750 1.670 0.045 1.625 5.33 
0-50t 0-347.22 12.60 1.15 11.45 303 249 2.却4 0.133 2.2o1 5.06 。-60t0-416.66 17.30 2.22 15.08 276 300 3.829 0.385 3.444 4.38 
第 2表 試験体 498の実験値
荷重 l刷度| 縦歪度 10-
4 E 
段階 kgjcm2 全歪|残留歪|弾性歪 kgjcm 
0-10t 0-69.44 2.08 0.09 1.99 348 8BB 
0-・20t0-138.88 4.47 0.14 4.33 320 739 
0-30t 0-208.33 7.18 0.51 6.67 312 338 
0-40t 0-277.77 9.98 0.79 9.19 302 252 
0-50t 0-416.66 13.87 1.67 12.20 284 60o 
第3表 試験体 508の実験値
荷重吋縦…→ l湖kgL沼111404g誌|11L0487|1究4員.70 I 段0-10階T0kg6州，9. 全2歪38|残留O.金09|弾性2.2盃9 
0-却t10-1掴 .48481I4150.144.6130125g10341.0344.46 
0-30t 0-208.33 7.20 0.25 6.95 299 755 1.625 0.045 1.580 4.40 
。司4~t 。-277.77 9.68 0.44 9.24 303 616 2.393 0.133 2.2oO 
12.63 0.94 11.69 297 023 3.648 0.532 3.116 3.75 
0-60t 10-416.66 15.73 1.63 14.10 295 503 5.邸g 1.22，) 4.622 3.05 
第 4表 試験体 567の実験{直
縦歪度 10-;1 ポアソ y
段階 kgjcm2 全歪!残留歪|弾陸 kgjcm2 全歪|残留歪|弾臨
係強
nt 
0-5t 10-34.72 0.87 I調印 0.214 4.055 
0-1批 0-69.44 1.85 1 0.105 1ml…0.472 1 O.Ot3 0.429 4.057 
0-15t 0-104.16 2.79 0.15 2.64 13941911 0.7291 0.035 0.643 4.10!J I 。-20t0-138.88 3.735 0.19 0.858 4.132 。-25t0-173.61 4.73 0.245 4.485 1387 0931 1.329 1 0.214 1.115 4.022 
0-30t 0-203.お 5.725I 0.30 5.425 1384 0241 1.672 I 0.303 1.372 3.954 
0-35t 6.38 i 380 9001 2.059 1 0.430 1.629 3.916 。-.4Ot0-277.7717.82510.44 7.385 ! 376 1381 2.487 1 0.643 1.844 4.003 。-45t0-312.501 8.93 1 0.555 8.375 1373 1341 3.叩'2I 0.858 2.144 3.905 
圧縮強度約日O\gjcrr.2 のゴングリ F 卜及びモルタルの ~ìì~性係数(ヤン'グ率E及びポアソン数111.) に就て 115 
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第 4 図
部定l主相対するこ面に於て行い，その平均値を採った。
荷重は同一段階に対L数回繰返し弾性歪(可逆歪〕を確認することに着眼Lた。表及び附図に掲げる弾性係数値は専
ら此の弾性歪に拠って算出 Lたものである。
S 3 歪みの制定値及び弾性係費の量値
試験体の角柱圧縮強度を以て夫々の試験体の番号に当てた。
第1表及び第1図は試験体'-1.32
第2表及び第2図は試験体498
第3表及び第3図は試験体508
第4表及び第4図は試験体567の測定値及び之より算出Lた弾性係数の数値を表はず。
S 4結語
1. 本実験は素々断面比較的小さい鋼弦ゴングリ F ト用のコシグリートを主眼としたため，骨材の小さいコシグリ戸
ト若くはモルタルに対象を局限Lた。
2. 本実験は強度と弾性保数との聞のI画数的関係を求めるために企画された系統的研究ではない故，此点に関L何等
かの提案を・試みることを企及し得ないが，本実験に徴するに，既存の此種の実験式と Lては Ros教授がモルタJL-に就
て樹てたものは最も簡単にして要領を得ていると思はれる。即ち
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Ro吋与式 d:?) E=4E6i仙 7J三3為b而百 ザ
卦鼓:に F凡1'=柱状試験体 (σh:d=4..5)による圧縮強度
向本式の適用応力度範囲は O.3.Fi，以内とし且20%の誤差を見込んでL、る。
然し乍ら，鋼弦ヨンクリ F トに於てはコンfグリ F ト{士所謂許容応力度を超え，其の圧縮強度が極度に活用される事情
に鑑み， Ros式より更にE値を内輪に見積り
E=550・713而 乃至 Eニ 5ヨヨ・予J306「
を以てヤング率の概算を試みるのが一層適当でないかと著者は考へる。
今試みに Jう，=500kg/cm2 とすれば
Eニ 343750若くは E=3125')J kg/cm2 を得る。
3. 鋼弦コングリ【トに於ける弾率比 Eo/E"に言及 Lょう o引張強度 2400Jkg/cm2前後の国産ピアノ線に就て著
者ぶん 1ft立を験測した結果によれば引政強度の約 3/竺迄の応力度範囲に於て E:;=1.90J ，OJJ~2 ， OJO ，OOO kg/cm2である。
今仮に R，=330，OOOkg/cm2 とすれば E:;/Ecの値としてはが]6が適当である。而も此の比率l士通常の鉄筋立 y クリ F
卜の場合と事情を異にし破壊に接近する~持続性を布っと考へられる O 蓋し破壊に接近すればコングリ戸トのEdt低減
するでちろう一面ピアノ線の応力歪曲線も亦i輔氏直線を1離脱LEsの値は低下を示すからである。
備考: ピアノ腕l士軟鋼のように明瞭な降伏点を示さない。応力度の昂騰と共に日ow現象を示すこと恰かもコングリ
戸トに於けるようでーあって，その応力歪曲線の様相1.ドコングリ F トの夫れに酷似するを見る。 11
~'. 著者は曇にfLl強度コングリ戸トに於てはポアソン数m，士応力度によって大巾に変軍Jずることを認めたoNrJち低応
力度に対しては概ね比駿的大なる値7，8を示L破壊iこ接近するに従ひ減少著L<遂には3乃至2に至るを見た。翻っ
て本実駁結果に徴するに，コングリ{トの強皮の増大と共に，mの1塩川ぷ力JJ[に左右されること少〈安定した値即ち m
=t;!.前後に落着くを見る O
(2) Roh Die Dr町 ke!a弓tIz・titde巧 Mδrtel耳 undBetuns. Diskussionshericht Nr. 8 u. Nr. 28 der l¥12.terial-
priifungsan月talt，Techn. Hochf;chuie Ziir~ch ， 1925. 
(8) 吉田宏彦: 鋼弦コシグリ戸トに関する研究〈特にヒ。アノ線の弾性釘、数Eに就て)，昭和21年日本建築学会
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